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　既存の公共図書館が主流文化を中心としたマジョリティへ
のサービス機関であったことを問題化し、社会的・文化的・
政治的マイノリティへのサービスという周縁部分から図書館
サービスを逆照射しつつ、公共図書館のあらたな位置づけを
コミュニティの多様性を基点とする社会的包摂の立場から再
構築する批判的図書館研究を進めてきました。
　現在は公共図書館が歴史的に継承してきた学習支援や情報
アクセスに関わる理念を再検証し、21 世紀社会における公共

　北欧の公共図書館に関わる研究成果について、シンポジウ
ム・講演・研究会・取材などを通じて情報発信しています。『ビ
ッグイシュー日本版』（304 号，2017 年 2 月１日）への取材協力、

「武蔵野プレイス 5周年記念プレイス・フェスタ」（2016年 7月）
へのパネリストとしての出席のほか、日本図書館協会主催の
建築研修会、明治大学リバティアカデミー「図書館員のため
のブラッシュアップ講座」などで「対話のあるにぎやかな図
書館」について講演を行いました。

　21 世紀の図書館の存在意義は、国や館種を問わず文化格差
を埋めることにあります。中でも公共図書館は情報と文化へ
の無料アクセスを保障することで、社会的・文化的に不利な
立場・弱い立場に置かれた人びとを包みこんで、文化的包摂
を目指します。そのために図書館資源を調整する理念が求め
られています。また公共図書館が他者への想像力を育む装置
となるための仕掛けを作ることも必要です。こうしたチャレ
ンジングな課題を一緒に考えていきませんか。

｜  メッセージ

　図書館の存在意義を社会的公正の観点から明らかにする研
究を行っています。具体的には（１）生涯学習の場所として
の北ヨーロッパ公共図書館の機能に関わる実証的研究、（２）
アメリカ公共図書館の理念および実践にかかわる歴史的研究、

（３）日本における地域住民と公共図書館の関係性にかかわる
理念的研究、の 3 系統の研究を通じ、図書館サービスと図書
館に影響を及ぼす政治的・社会的・文化的諸力の関係性を分
析し、公共図書館の文化的存立基盤を検討しています。


